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令和 2 年度は、新型コロナ感染拡大防止に明け暮れた感が拭えない年でした。子どもは勿論のこと、職員も我慢を強いられ何かとストレスを感じ

ることが多かったですが、一日でも早く制約のない日常が戻ることを切に願っております。さて、今春は施設から巣立つ子どもは１１人を数え、 

３月２２日には例年通りに送別会を開催し、その前途を祝福しました。一般企業のリモートワークなどコロナ感染のリスクを抑える為に、時間や場

所を共有しない方法が主流になりそうな勢いですが、児童養護施設では、目の前にいる子どもの表情や、ちょっとした仕草などから、その日の体調

などをチェックする事が必要で「一緒にいる」や「そばに居る」事の大切さを痛感しています。送別会では学園で過ごした月日の思い出を、限られた

時間内ではありましたが、職員と個々に語り合いました。進学や就職と進む道は夫々ですがこのコロナ鍋を乗り越えた様に今後の未曾有の苦難に打

ち勝ち各自が大輪の花を咲かせてくれることを職員一同が願いながら彼ら、彼女らの今後を見守りたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年度 

第 15 号 

公益財団法人 葉田財団の助成事業報告 

葉田財団様の助成事業によりネット環境の整備

やパソコン・スピーカーの設置購入をさせて頂

きました。今年度は、新型コロナウイルス感染症

に伴う緊急事態宣言発令によりオンライン授業

を利用する機会が増えています。今後もオンラ

イン環境を活用し子どもたちの成長に繋げさせ

て頂きたいと思います。 

 

ごあいさつ 生駒学園  施設長 竹田 功 

「苦情申し出窓口」の設置について  

 社会福祉法第 82 条の規定により、本法人では、利用者からの苦情に適切に対応する体制を整

えることといたしました。本法人における苦情解決責任者、苦情受付担当者及び第三者委員を下

記により設置し、苦情解決に努めることと致しましたので、お知らせいたします。  

記  

 1．苦情解決責任者  竹田 功（生駒学園 園長）  

 2．苦情受付担当者  小田 秀治（主任児童指導員）  濱岡 京子（主任保育士）  

 3．第三者委員    山内 稔（元大阪国際大学短期大学部 教授）  

                       石田 肇（生駒学院 評議員）    

            家常 恵（生駒学院 監事）  

 4．苦情解決の方法  

（1）苦情の受付   

   苦情は面接・電話・書面などにより苦情受付担当者が随時受付けます。  

    なお、第三者委員に直接苦情を申し出ることもできます。  

（2）苦情受付けの報告・確認  

   苦情受付担当者が受け付けた苦情を苦情解決責任者と第三者委員（苦情申出人が第三  

     者委員への報告を拒否した場合を除く）に報告いたします。第三者委員は内容を確認し、  

     苦情申出人に対して、報告を受けた旨を通知します。  

（3）苦情解決のための話し合い  

    苦情解決責任者は、苦情申出人と誠意をもって話し合い、解決に努めます。その際、苦情  

     申出人は、第三者委員の立会いを求めることができます。なお、第三者委員の立会いに  

     よる話し合いは、次により行います。  

    ア．第三者委員による苦情内容の確認  

    イ．第三者委員による解決案の調整、助言  

    ウ．話し合いの結果や改善事項等の確認  

（4）大阪府の「運営適正化委員会」の紹介  

   本事業所で解決できない苦情は、大阪府社会福祉協議会に設置された運営適正化  

   委員会に申し出ることができます。  

令和２年度 福祉サービス苦情解決における状況 

◇苦情・意見等の受付件数 １５件 

◇表明児童内訳 小学生 男児 ０件 小学生 女児 ８件 

(同一児童が 1回に 12枚同内容)          

中学生 男児 ５件(同一児童が 4回)   

中学生 女児 １件 高校生 男児 １件 

◇表明内容  

・有料のドラマが見たい（小女子） 

・年上への不満(中男子) 

・特定の保育士への不満(中男子) 

・話を聞いて欲しい(高男子) 

・もっと快適に過ごしたい(中男子) 

・園内野球の強制が嫌(中男子) 

・女子だけど男子ホームの子になりたい(小女子複数) 

・もう１台テレビが欲しい(小女子複数) 

・節約するので自分達の為に使って下さい(中男子) 

・1 年がいじめられている(小女子) 

・ルール厳しい、家に帰りたい(小中女子) 

・ホームのルールがきつい、ルールが嫌(小女子) 

・ホームのルールを変えて欲しい(小女子) 

◇保護者からの意見・要望 

・子どもが SNSでいじめられている。  

◇対応結果 

・小学生女子ホームの一部、小中学生女子ホームに関しては、 

無記名があり、詳細の確認は出来ていないが、ホーム全体 

へ確認と返しを行う。 

・特定の職員への表明については、その時の感情で一気に書い

て出しており、時間を置けば自ら納得している状況ではあ

る、聞いて貰えることで落ち着けている。 

・投書が判明している事案は個別に対応し、最終確認を行って

いる。其々の事案ではその都度納得を得ている。 

※子どもの安心・安全な生活に日々取り組んでいます。 
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里親活動（活動と現状） 

里親制度をご存知でしょうか？里親には、養子縁組

を行い親子となる養子里親だけでなく、養育里親（大阪

府でははぐくみホーム）、週末里親などの種類がありま

す。養育里親は家庭復帰（家族再統合）が難しい、また

は家庭体験が乏しい子どもを里親宅で一定期間育てて

いただくものです。週末里親は、施設で生活している子

どもを、週末や夏休み等に継続して家庭で過ごさせて

くださる方になります。現在、生駒学園では４組６人の

子どもが週末里親さんにお世話になっています。子ど

もは地域で見守られ、社会全体で育まれることが大切

です。小学校１校区内にひとつの里親家庭があれば、子

どもたちは転校という形で住み慣れた地域を離れるこ

となく、仲良しの友達とお別れすることもなく、生まれ

育った街で過ごすことができるかもしれません。一人

でも多くの方が里親制度を理解し、里親登録をしてい

ただけるよう願っております。 
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☆汗を流しみんなで楽しみました☆ 

バレーボール ポートボール 

 

キーボードクラブに所属している子どもたちが 

一生懸命に練習を重ねて来たこの1年間の成果を

緊張しながらも最後まで諦めることなく披露し

てくれました‼子どもたちの成長を直で感じる

ことができ、有意義な時間となりました♬ 

成長を 

 

 

 

久しぶりの外出行事に子ども達も心を弾ま

せ奈良公園へ♬間近で見れた鹿に子どもた

ちは大喜び‼いざ、せんべいを手にすると緊

張した面持ちで鹿の口元に手を伸ばし「可愛

い」と餌をあげれる子も居れば、手が少し鹿

に触れた事で思わず声をあげる子も居まし

た。とても微笑ましく楽しい時間を過ごすこ

とが出来ました♪ 

今年度は、新型コロナウイルス感染症という

前例のない事態が起こり不安な日々を過ごし

ました。手洗い・うがいに併せてマスクの着用

や検温が習慣化されました。その中で、子ども

達が楽しみにしていた行事が次々と中止とな

りみんなが悔しい思いをしました。施設内で

も対策を取りながら“子ども達と一つでも多

くの思い出が作れるように”と取り組んだ行

事を一部分ですが紹介します。 


